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林 巧人さん（大正）
たくと

担い手「未来塾」の卒業生は、今、町の へ。

「挑戦にマイナスはない」を胸に

　「じゆうく。」でのカナダ研修や入試
対策が、今の私の原点です。面接が苦
手でしたが、スタッフの熱心な指導で自
信を持って、本番に挑めました。
　県外就職も考えましたが、心許せる
地元の安心感に惹かれ、町内企業へ
の就職を決めました。当時教わった、
「挑戦にマイナス要素はない」という言
葉を胸に、海外研修で培った積極性を
活かし、社会人として大好きな地元に
貢献していきたいです。

やりたいことを、我慢しない

　高校時代、「じゆうく。」で多様な経
験を持つ大人たちと触れ合い、それま
での自分にはなかった新しい視点を持
つことができました。進路に悩んだ際、
塾長は私の「やりたいこと」を一番に考
え、「自分の気持ちを我慢せんように」
と背中を押してくれました。その言葉を
糧に、現在は町職員として、地域の方に
寄り添う日々 です。塾で培った積極性を
活かし、町民の皆さんに信頼される職
員を目指します。

高知大学4回生森田 桃花さん（七里）
ももか

町役場  勤務

自分の意志で選んだ、地元での人生

　県外進学を考えていた自分を変えた
のは、「じゆうく。」での学びでした。周り
に流されず物事を深く考え、想いを言葉
にする力を得たことで、スタッフに「地元
に残って町を盛り上げたい」と本心を伝
えられ、今の自分があります。
　現在は四万十ケーブルテレビの職員
として、地域の情報を守り、街おこし応援
団としても活動中。同級生が帰りたくな
る町を目指して、これからも町を盛り上げ
ていきます。

谷 悠斗 さん（東大奈路）
ゆうと

四万十公社 勤務

川口 加代子さん（昭和）
か　よ　こ

好きを活かして、地域のつなぎ役に

　一枚のチラシをきっかけに四万十塾
の講座に参加してもう８年。退職後に
始めた英語も、講座での学びを機に
「イングリッシュカフェ」への活動へと広
がりました。現在は三島キャンプ場の運
営の一員として、大好きなシフォンケー
キやジャム作りを活かした体験を届け
ています。交流を楽しみながら、地域の
魅力を伝え、人と人をつないでいくこと
が私の役割だと気付きました。好きなこ
とで誰かの役に立てたら、それが一番
うれしいです。

お母さんの想いに応える居場所を

　長年保育士として歩む中で、退職後も
地域に根差した保育がしたいという想い
がありました。一人の元保育士に何ができ
るか悩みましたが、「四万十チャレンジア
ワード」への挑戦が転機に。協力してくれ
たお母さんたちの想いに応えたいと、「大
賞」受賞の半年後には交流の場「おやこ
のんびりカフェ」を開業。今後は子どもの
成長に大切な「絵を聴く」体験活動なども
通し、仲間の力を借りながら、子育てが楽
しいと思える環境を作っていきます。

三島キャンプ場
体験メニュー開発芝 ゆみさん（大正）親子交流の場

親子カフェ開業遠藤 亜希子さん（北琴平町）
あ 　き 　こカフェ

開業準備中

不安を解消し、夢の「カフェ」開業へ

　コーヒーと輸入食品の会社に長年勤
めた経験を活かし、カフェ「ねこのねど
こ」の開業を決めました。２年前に「夢に
挑戦したい」と退職。いざ開業となると
地域に馴染めるか不安も。そんな時、四
万十塾の「40010地域ビジネスカフェ」
に参加し、町内の先輩方から地域に溶
け込むコツなど、生の声が聞けたことで
不安が解消。店名には、「猫も安心して
寝れるような場所」という願いを込め、
学園通りで誰もがふらっと立ち寄りホッ
とできる場所を目指します。

高校生が地域を歩いて作った「てくてくマップ・カード」(R7年度） 地域の魅力を再発見「地域ビジネスキャンプ」（R７年度） 興味関心を共に探る「じゆうく。」の学び（R6年度）
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「みんなの挑戦がうれしい」と語る

四万十町長　中尾 博憲
ひろのり

　人づくりに終わりはなく、正解もありません。
　同じ講座で学んでも、何を感じ、どう形にするかは人それぞれです。その多様な個性が、
町の新しい魅力や可能性を生み出す源です。正解がないからおもしろい。
　挑戦を楽しむ人が集まる「この町の未来は、きっと楽しい」。そう信じて、私たちの歩みは
これからも続きます。

誰かの挑戦が、町の新しいおもしろさへ。
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「四万十塾」の参加者は、今、町の へ。
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